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グリーン成長戦略における水素の位置づけ
カーボンニュートラルの実現には、再エネ電力拡大、非電力分野のグリーン水素活用が重要
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カーボンニュートラル社会における水素の位置づけ
グリーン水素を熱・輸送燃料・産業用途で活用するセクターカップリングにより、脱炭素化を実現
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グリーンイノベーション基金事業
カーボンニュートラル実現へ向けた大規模P2G システムによるエネルギー需要転換・利用技術開発

NEDOプレスリリース
より抜粋
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H2

東レ「炭化水素系電解質膜」を実装した、

革新的なシーメンス・エナジー水電解装置「Elyzer」を実現し、

グローバルなグリーン水素サプライチェーンの構築を目指します。

シーメンス・エナジーと東レ パートナーシップを締結
PEM型水電解を用いたグリーン水素製造により、カーボンニュートラル社会実現に貢献


